
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

　 基地局 カバー 無線エリアの無線リソースに関するエリアリソース情
報に基づいて、 前記基地局 移動局
に送信する 決定する決定手段と、
　 決定手段 前記 データ
を 前記移動局に送信する無線送信手段とを備えることを特徴とする移動
通信システム。
【請求項２】
　前記エリアリソース情報を収集する収集手段を備え、
　前記決定手段は、前記収集手段によって収集された前記エリアリソース情報に基づいて
、前記決定を行うことを特徴とする請求項１に記載の移動通信システム。
【請求項３】
　前記エリアリソース情報は、各基地局によってカバーされる各無線エリアの無線リソー
ス容量、又は、各基地局において使用可能な各無線エリアの無線リソース量の少なくとも
１つであることを特徴とする請求項１又は２に記載の移動通信システム。
【請求項４】
　階層化されているデータである階層化データと、該階層化データの送信に必要な無線リ
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階層化されているデータである階層化データと、該階層化データの送信に必要な無線リ
ソース量とを対応付けて保持する保持手段と、

各 によって される各
前記保持手段を参照して、各無線エリアにおいて、 から

1つ以上の階層化データを
各無線エリアにおいて、前記 によって決定された １つ以上の階層化
、前記基地局から



ソース量とを対応付けて保持する保持手段と、
　各基地局によってカバーされる各無線エリアの無線リソースに関するエリアリソース情
報に基づいて、前記保持手段を参照して、各無線エリアにおいて、前記基地局から移動局
に送信する 1つ以上の階層化データを決定する決定手段と、
　前記決定手段によって決定結果を、各基地局に送信するデータ送信手段とを備えること
を特徴とする無線制御装置。
【請求項５】
　前記基地局から前記エリアリソース情報を受信するリソース情報受信手段を備え、
　前記決定手段は、前記リソース情報受信手段によって受信された前記エリアリソース情
報に基づいて、前記決定を行うことを特徴とする請求項４に記載の移動通信システム。
【請求項６】
　前記エリアリソース情報は、各基地局によってカバーされる各無線エリアの無線リソー
ス容量、又は、各基地局において使用可能な各無線エリアの無線リソース量の少なくとも
１つであることを特徴とする請求項１又は２に記載の移動通信システム。
【請求項７】
　基地局であって、
　階層化されているデータである階層化データと、該階層化データの送信に必要な無線リ
ソース量とを対応付けて保持する保持手段と、
　前記基地局によってカバーされる各無線エリアの無線リソースに関するエリアリソース
情報に基づいて、前記保持手段を参照して、各無線エリアにおいて、移動局に送信する 1
つ以上の階層化データを決定する決定手段と、
　各無線エリアにおいて、前記決定手段によって決定された前記１つ以上の階層化データ
を、前記移動局に送信する無線送信手段とを備えることを特徴とする基地局。
【請求項８】
　前記エリアリソース情報を収集する収集手段を備え、
　前記決定手段は、前記収集手段によって収集された前記エリアリソース情報に基づいて
、前記決定を行うことを特徴とする請求項７に記載の基地局。
【請求項９】
　基地局であって、
　前記基地局によってカバーされる各無線エリアの無線リソースに関するエリアリソース
情報を、無線制御装置に通知する通知手段と、
　前記通知手段によって通知された前記エリアリソース情報に基づいて前記無線制御装置
から送信される各無線エリアにおいて送信すべき階層化データを受信するデータ受信手段
と、
　各無線エリアにおいて、前記データ受信手段によって受信された前記階層化データを、
移動局に送信する無線送信手段とを備えることを特徴とする基地局。
【請求項１０】
　前記エリアリソース情報を収集する収集手段を備え、
　前記通知手段は、前記収集手段によって収集された前記エリアリソース情報を、前記無
線制御装置に通知することを特徴とする請求項９に記載の基地局。
【請求項１１】
　前記エリアリソース情報は、各基地局によってカバーされる各無線エリアの無線リソー
ス容量、又は、各基地局において使用可能な各無線エリアの無線リソース量の少なくとも
１つであることを特徴とする請求項７乃至１０のいずれか一項に記載の基地局。
【請求項１２】
　階層化されているデータである階層化データと、該階層化データの送信に必要な無線リ
ソース量とを対応付けて保持する保持手段を有する移動通信システムにおける通信方法で
あって、
　 基地局によってカバーされる各無線エリアの無線リソースに関するエリアリソース情
報に基づいて、前記保持手段を参照して、各無線エリアにおいて、前記基地局から移動局
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に送信する 1つ以上の階層化データを決定する工程Ａと、
　各無線エリアにおいて、前記決定手段によって決定された前記１つ以上の階層化データ
を、前記基地局から前記移動局に送信する工程Ｂとを有することを特徴とする通信方法。
【請求項１３】
　前記エリアリソース情報を収集する工程Ｃを有し、
　前記工程Ａにおいて、前記工程Ｃにおいて収集された前記エリアリソース情報に基づい
て、前記決定を行うことを特徴とする請求項１２に記載の通信方法。
【請求項１４】
　前記エリアリソース情報は、各基地局によってカバーされる各無線エリアの無線リソー
ス容量、又は、各基地局において使用可能な各無線エリアの無線リソース量の少なくとも
１つであることを特徴とする請求項１２又は１４に記載の通信方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、移動通信システム、無線制御装置、基地局及び通信方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、基地局が、その基地局がカバーする無線エリア内に存在する不特定多数の移動局に
、不特定多数の移動局に共通するデータを一斉に送信するブロードキャスト（ Broadcast
）通信や、ある特定グループに属する移動局に、特定グループに属する移動局にのみ共通
するデータを送信するマルチキャスト（ Multicast）通信が行われている（例えば、非特
許文献１，２参照）。
【０００３】
マルチキャスト通信では、マルチキャスト通信により送信するデータを、いくつかの階層
に分ける階層化を行って、階層化されたデータを送信することが行われている（例えば、
非特許文献３，４参照）。
【０００４】
【非特許文献１】
３ r d 　 Generation　 Partnership　 Project　 Technical　 Specification　 Group　 Termina
ls著，「 23.041　 Technical　 realization　 of　 Cell　 Broadcast　 Service (CBS)」，２
０００年１０月
【０００５】
【非特許文献２】
３ r d 　 Generation　 Partnership　 Project　 Technical　 Specification　 Group　 Radio　
Access　 Network著，「 25.324　 Broadcast/Multicast　 Control　 BMC」，２０００年１２
月
【０００６】
【非特許文献３】
Samsung著，「 MBMS-000033　 Scalable　 MBMS　 (slides)」，３ r d 　 Generation　 Partners
hip　 Project　 MBMS　  Workshop，２００２年５月
【０００７】
【非特許文献４】
Lucent technology著，「３ GPP　 TSG-RAN， R2-022110　 MBMS　 power　 usage」，２００２
年８月
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来のマルチキャスト通信では、データを送信する基地局がカバーする無
線エリア毎の無線リソースの状況を全く考慮していなかった。そのため、各無線エリアの
無線リソースの状況が異なる場合に、無線リソースが不足し、データを送信できなくなっ
てしまう基地局があった。反対に、無線リソースが余ってしまい、無線リソースを無駄に
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してしまう基地局もあった。又、使用可能な無線リソースが少ない場合には、マルチキャ
スト通信が、マルチキャスト通信以外のデータの送信のトラヒックを圧迫してしまう場合
があった。
【０００９】
そこで、本発明は、無線リソースを適切に活用することを可能とする移動通信システム、
無線制御装置、基地局及び通信方法を提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
本発明に係る移動通信システムは、基地局がカバーする無線エリア毎の無線リソースに関
する情報（以下「エリアリソース情報」という）に基づいて、基地局が移動局に送信する
データの階層について無線エリア毎に決定する決定手段と、決定手段の決定に従って、デ
ータを移動局に送信する無線送信手段とを備えることを特徴とする。
【００１１】
このような本発明に係る移動通信システムによれば、決定手段が、エリアリソース情報に
基づいて、基地局が移動局に送信するデータの階層について無線エリア毎に決定する。そ
して、無線送信手段が、決定手段の決定に従ってデータを移動局に送信する。そのため、
移動通信システムは、各無線エリアの無線リソースの状況が異なる場合であっても、各無
線エリアの無線リソースの状況に応じて、移動局に送信するデータの階層を変更すること
ができる。よって、移動通信システムは、無線リソースを適切に活用することができる。
【００１２】
又、決定手段は、階層化されているデータの中から送信するデータの階層を決定し、無線
送信手段は、決定した階層のデータを移動局に送信することができる。これによれば、移
動通信システムは、データが既に階層化されている場合に、各無線エリアの無線リソース
の状況に応じて、移動局に送信するデータの階層を変更することができる。
【００１３】
又、決定手段は、データを階層化する階層化方法を決定する。移動通信システムは、決定
手段が決定した階層化方法によって、無線エリア毎にデータを階層化する変換手段を備え
る。そして、無線送信手段は、決定手段が決定した階層化方法によって、変換手段が階層
化したデータを移動局に送信することにより、決定手段の決定に従ったデータの送信を行
う。これによれば、移動通信システムは、エリアリソース情報に基づいて階層化方法を決
定し、その階層化方法によってデータを階層化して送信することができる。そのため、移
動通信システムは、データが階層化されていない場合であっても、各無線エリアの無線リ
ソースの状況に応じて、移動局に送信するデータの階層を変更することができる。
【００１４】
階層化方法としては、例えば、誤り符号化率、繰り返しビット数、インタリーブ長、多重
コード数、情報ブロック数、変調方式、送信電力又はデータの重要度の少なくとも１つに
よって、データを階層化する方法を用いることができる。
【００１５】
更に、移動通信システムは、エリアリソース情報を収集する収集手段を備え、決定手段は
、収集手段が収集しエリアリソース情報に基づいて、決定を行うことが好ましい。これに
よれば、移動通信システムは、現在のエリアリソース情報を収集することができ、現在の
各無線エリアの無線リソースの状況に応じて、移動局に送信するデータの階層を変更する
ことができる。よって、移動通信システムは、無線リソースをより適切に活用することが
できる。
【００１６】
エリアリソース情報としては、基地局がカバーする無線エリア毎の無線リソース容量、基
地局が使用可能な無線エリア毎の無線リソース量、決定手段が決定した階層に関する情報
の少なくとも１つを用いることができる。尚、リソース容量とは、最大の無線リソース量
をいう。使用可能な無線リソース量とは、現在使用可能な無線リソース量をいい、現在使
用されずに残っている無線リソース量が相当する。決定手段が決定した階層に関する情報
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には、階層化されたデータの中から送信すると決定したデータの階層に関する情報や、決
定したデータの階層化方法に関する情報等が含まれる。
【００１７】
又、本発明に係る無線制御装置は、エリアリソース情報に基づいて、基地局が移動局に送
信するデータの階層について無線エリア毎に決定する決定手段と、その決定手段の決定に
従って、データを基地局に送信するデータ送信手段とを備えることを特徴とする。このよ
うな本発明に係る無線制御装置によれば、決定手段が、エリアリソース情報に基づいて、
移動局に送信するデータの階層について無線エリア毎に決定する。そして、データ送信手
段が、決定手段の決定に従ってデータを基地局に送信する。そのため、無線制御装置は、
各無線エリアの無線リソースの状況が異なる場合であっても、各無線エリアの無線リソー
スの状況に応じて、基地局に送信するデータの階層を変更することができる。そして、基
地局が、無線制御装置から受信したデータを移動局に送信することにより、移動局に送信
するデータの階層を変更することができる。よって、このような無線制御装置によれば、
無線リソースを適切に活用することができる。
【００１８】
決定手段は、階層化されているデータの中から送信するデータの階層を決定し、データ送
信手段は、決定した階層のデータを基地局に送信することができる。又、決定手段は、デ
ータを階層化する階層化方法を決定する。無線制御装置は、決定手段が決定した階層化方
法によって、無線エリア毎にデータを階層化する変換手段を備える。そして、データ送信
手段は、決定手段が決定した階層化方法によって、変換手段が階層化したデータを基地局
に送信することにより、決定手段の決定に従ったデータの送信を行うことができる。
【００１９】
更に、無線制御装置は、基地局からエリアリソース情報を受信するリソース情報受信手段
を備え、決定手段は、リソース情報受信手段が受信したエリアリソース情報に基づいて、
決定を行うことが好ましい。これによれば、無線制御装置は、現在のエリアリソース情報
を取得することができ、現在の各無線エリアの無線リソースの状況に応じて、移動局に送
信するデータの階層を変更することができる。よって、無線制御装置は、無線リソースを
より適切に活用することができる。
【００２０】
又、本発明に係る基地局は、エリアリソース情報に基づいて、移動局に送信するデータの
階層について無線エリア毎に決定する決定手段と、その決定手段の決定に従って、データ
を移動局に送信する無線送信手段とを備えることを特徴とする。このような本発明に係る
基地局によれば、決定手段が、エリアリソース情報に基づいて、移動局に送信するデータ
の階層について無線エリア毎に決定する。そして、無線送信手段が、決定手段の決定に従
ってデータを移動局に送信する。そのため、基地局は、各無線エリアの無線リソースの状
況が異なる場合であっても、各無線エリアの無線リソースの状況に応じて、移動局に送信
するデータの階層を変更することができる。よって、基地局は、無線リソースを適切に活
用することができる。
【００２１】
又、決定手段は、階層化されているデータの中から送信するデータの階層を決定し、無線
送信手段は、決定した階層のデータを移動局に送信することができる。又、決定手段は、
データを階層化する階層化方法を決定する。基地局は、決定手段が決定した階層化方法に
よって、前記無線エリア毎にデータを階層化する変換手段を備える。そして、無線送信手
段は、決定手段が決定した階層化方法によって、変換手段が階層化したデータを移動局に
送信することにより、決定手段の決定に従ったデータの送信を行う。又、基地局は、エリ
アリソース情報を収集する収集手段を備え、決定手段は、収集手段が収集したエリアリソ
ース情報に基づいて、決定を行うことが好ましい。
【００２２】
又、本発明に係る他の基地局は、エリアリソース情報を無線制御装置に通知する通知手段
と、通知手段が通知した基地局のエリアリソース情報に基づいて、無線制御装置が送信す
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る無線エリア毎の階層化されているデータを受信するデータ受信手段と、データ受信手段
が受信したデータを、無線エリア毎に移動局に送信する無線送信手段とを備えることを特
徴とする。
【００２３】
このような基地局によれば、通知手段は、エリアリソース情報を無線制御装置に通知する
。そして、データ受信手段が、通知手段が通知した基地局のエリアリソース情報に基づい
て、無線制御装置が送信してきた無線エリア毎の階層化されたデータを受信する。無線送
信手段は、データ受信手段が受信した階層化されたデータを、無線エリア毎に移動局に送
信する。そのため、基地局は、基地局のエリアリソース情報を収集して無線制御装置に通
知するだけで、エリアリソース情報に応じた階層化データを無線制御装置から取得するこ
とができる。よって、基地局は、各無線エリアの無線リソースの状況が異なる場合であっ
ても、各無線エリアの無線リソースの状況に応じて、移動局に送信するデータの階層を変
更することができる。よって、このような基地局によれば、無線リソースを適切に活用す
ることができる。
【００２４】
又、基地局は、エリアリソース情報を収集する収集手段を備え、通知手段は、収集手段が
収集したエリアリソース情報を通知することが好ましい。これによれば、基地局は、現在
のエリアリソース情報を収集し、無線制御装置に通知することができる。そのため、基地
局は、現在の各無線エリアの無線リソースの状況に応じて変更された階層のデータを、無
線制御装置から受信することができる。よって、基地局は、無線リソースをより適切に活
用することができる。
【００２５】
又、本発明に係る通信方法は、エリアリソース情報に基づいて、基地局が移動局に送信す
るデータの階層について無線エリア毎に決定するステップと、その決定に従って、データ
を移動局に送信するステップとを有することを特徴とする。このような本発明に係る通信
方法によれば、各無線エリアの無線リソースの状況が異なる場合であっても、各無線エリ
アの無線リソースの状況に応じて、移動局に送信するデータの階層を変更することができ
る。よって、無線リソースを適切に活用することができる。
【００２６】
尚、決定するステップにおいて、階層化されているデータの中から送信するデータの階層
を決定し、送信するステップにおいて、決定した階層のデータを移動局に送信することが
できる。又、決定するステップにおいて、データを階層化する階層化方法を決定し、更に
、決定した階層化方法に従って、無線エリア毎にデータを階層化するステップを有し、送
信するステップにおいて、階層化したデータを移動局に送信するようにしてもよい。又、
基地局のエリアリソース情報を収集するステップを有し、決定するステップにおいて、収
集した基地局のエリアリソース情報に基づいて、決定を行うことが好ましい。
【００２７】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。
【００２８】
〔第１の実施の形態〕
（移動通信システム）
移動通信システム１は、図１に示すように、複数の基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１
０ｃと、無線制御装置２０と、複数の移動局３０とを備える。無線制御装置２０は、コア
ネットワーク５０と接続する。又、無線制御装置２０は、複数の基地局（Ａ）１０ａ～基
地局（Ｃ）１０ｃと接続する。無線制御装置２０には、コアネットワーク５０からデータ
が到着する。無線制御装置２０は、コアネットワーク５０から到着したデータを、配下に
ある基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃに送信する。
【００２９】
複数の基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃは、無線制御装置２０と接続し、無線制
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御装置２０の配下に配置される。基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃは、それぞれ
無線エリア４０ａ～４０ｃをカバーしている。基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃ
は、無線エリア４０ａ～４０ｃに存在する移動局３０と通信を行う。基地局（Ａ）１０ａ
～基地局（Ｃ）１０ｃは、無線制御装置２０からデータを受信し、受信したデータを自身
がカバーする無線エリア４０ａ～４０ｃに存在する移動局３０に送信する。
【００３０】
複数の移動局３０は、複数の基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃと通信を行う。又
、本実施形態では、図１に示す複数の移動局３０全てが、同一のマルチキャストグループ
に属している。そのため、移動局３０は、同一のマルチキャストグループに属する移動局
３０にのみ共通するデータを受信する。
【００３１】
次に、基地局の構成について、基地局（Ａ）１０ａを例にとって説明する。基地局（Ａ）
１０ａは、図２に示すように、無線送受信部１１と、データ送受信部１２と、リソース情
報収集部１３と、リソース情報管理部１４とを備える。尚、基地局（Ｂ）１０ｂ及び基地
局（Ｃ）１０ｃも、基地局（Ａ）１０ａと同様の構成を備えている。
【００３２】
リソース情報収集部１３は、基地局（Ａ）１０ａがカバーする無線エリア毎の無線リソー
スに関するエリアリソース情報を収集する収集手段である。基地局（Ａ）１０ａは、１つ
の無線エリア４０ａをカバーしているため、リソース情報収集部１３は、エリアリソース
情報として、無線エリア４０ａの無線リソースに関する情報を収集する。
【００３３】
リソース情報収集部１３は、定期的に、又は、無線制御装置２０からの要求に応じて、エ
リアリソース情報を収集する。リソース情報収集部１３は、エリアリソース情報として、
例えば、基地局がカバーする無線エリア毎の無線リソース容量や、基地局が現在使用可能
な無線エリア毎の無線リソース量を収集する。具体的には、リソース情報収集部１３は、
無線送受信部１１を監視する。そして、リソース情報収集部１３は、無線送受信部１１か
ら、無線送受信部１１が現在使用している無線リソースの量や、無線送受信部１１が現在
使用可能な無線リソースの量、無線送受信部１１の無線リソース容量等を無線エリア毎に
取得して、エリアリソース情報を収集する。
【００３４】
リソース情報収集部１３は、例えば、チャネル数や多重コード数、送信電力に関する情報
等の無線リソース量を収集する。本実施形態では、リソース情報収集部１３は、基地局（
Ａ）１０ａが現在使用可能な無線エリア４０ａのチャネル数を、エリアリソース情報とし
て収集する。リソース情報収集部１３は、収集したエリアリソース情報を、リソース情報
管理部１４に入力する。又、リソース情報収集部１３は、無線送受信部１１から移動局３
０の受信能力に関する情報や移動局伝搬環境に関する情報を取得するようにしてもよい。
リソース情報収集部１３は、取得した移動局３０の受信能力や伝搬環境に関する情報も、
送信データ管理部１４に入力する。
【００３５】
リソース情報管理部１４は、リソース情報収集部１３が収集したエリアリソース情報を、
無線制御装置に２０に通知する通知手段である。リソース情報管理部１４は、リソース情
報収集部１３から、収集したエリアリソース情報を取得し、無線制御装置２０に通知する
。又、リソース情報管理部１４は、無線制御装置２０から、リソース情報の要求を受ける
場合がある。リソース情報管理部１４は、無線制御装置２０からリソース情報の要求を受
けた場合や必要に応じて、リソース情報収集部１３にリソース情報を収集して、入力する
ように指示できる。リソース情報管理部１４は、リソース情報収集部１３から、移動局３
０の受信能力や伝搬環境に関する情報も取得し、無線制御装置２０に通知するようにして
もよい。
【００３６】
データ送受信部１２は、無線制御装置２０とデータを送受信する。特に、データ送受信部
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１２は、リソース情報管理部１４が通知したエリアリソース情報に基づいて、無線制御装
置２０が送信する無線エリア毎の階層化されているデータを受信するデータ受信手段とし
て機能する。データ送受信部１２は、無線制御装置２０から受信した無線エリア毎の階層
化されているデータを無線送受信部１１に入力する。基地局（Ａ）１０ａは、１つの無線
エリア４０ａをカバーしているため、データ送受信部１２は、無線エリア毎の階層化され
ているデータとして、無線エリア４０ａについてのデータを受信する。
【００３７】
以下、階層化されているデータを「階層化データ」という。階層化データは、例えば、誤
り符号化率、繰り返しビット数、インタリーブ長、多重コード数、情報ブロック数、変調
方式、送信電力又はデータの重要度等の少なくとも１つによって階層化されている。階層
化データは、これらのパラメータ単独によって階層化されていてもよく、これらのパラメ
ータを複数組み合わせた条件によって階層化されていてもよい。本実施形態では、階層化
データは、データの重要度によって階層化されている。例えば、動画データは、重要度の
大きい視覚データ、重要度の小さい副音声データ、視覚データと副音声データの中間の重
要度を持つ音声データの３つの階層に階層化されている。そして、各データは、視覚デー
タを示す階層Ａ、音声データを示す階層Ｂ、副音声データを示す階層Ｃに分けられている
。
【００３８】
無線送受信部１１は、移動局３０と無線を介してデータを送受信する。無線送受信部１１
は、データ送受信部１２が受信した階層化データを、無線エリア毎に移動局３０に送信す
る無線送信手段として機能する。無線送受信部１１は、データ送受信部１２から、データ
送受信部１２が受信した無線制御装置２０から送信された無線エリア毎の階層化データを
取得する。基地局（Ａ）１０ａは、１つの無線エリア４０ａをカバーしているため、無線
送受信部１１は、階層化データを無線エリア４０ａに存在する移動局３０に送信する。
【００３９】
又、無線送受信部１１は、移動局３０の受信能力に関する情報や伝搬環境に関する情報を
移動局３０から受信するようにしてもよい。無線送受信部１１は、受信した移動局３０の
受信能力に関する情報や伝搬環境に関する情報をリソース情報収集部１３に入力する。
【００４０】
無線制御装置２０は、図３に示すように、データ送受信部２１と、階層化データデータベ
ース２２と、リソース情報受信部２３と、送信データ管理部２４とを備える。
【００４１】
リソース情報受信部２３は、基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃからエリアリソー
ス情報を受信するリソース情報受信手段である。リソース情報受信部２３は、各基地局（
Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃが収集したエリアリソース情報を受信する。リソース情
報受信部２３は、受信したエリアリソース情報を送信データ管理部２４に入力する。尚、
リソース情報受信部２３は、基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃから、移動局３０
の受信能力や伝搬環境に関する情報も受信し、送信データ管理部２４に入力するようにし
てもよい。
【００４２】
階層化データデータベース２２は、データを保持するデータ保持手段である。階層化デー
タデータベース２２は、コアネットワーク５０から無線制御装置２０に到着したマルチキ
ャスト通信用のデータを、一時的に保持する。階層化データデータベース２２は、既に階
層化されている階層化データを保持する。階層化データデータベース２２は、階層化デー
タを、各階層、即ち、階層Ａ、階層Ｂ及び階層Ｃに分けて保持する。
【００４３】
送信データ管理部２４は、エリアリソース情報に基づいて、基地局（Ａ）１０ａ～基地局
（Ｃ）１０ｃが移動局３０に送信するデータの階層について、無線エリア４０ａ～４０ｃ
毎に決定する決定手段である。送信データ管理部２４は、リソース情報受信部２３が受信
した各基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃのエリアリソース情報を、リソース情報
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受信部２３から取得する。そして、送信データ管理部２４は、リソース情報受信部２３が
受信した各基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃが収集したエリアリソース情報に基
づいて、データの階層についての決定を行う。送信データ管理部２４は、階層化データの
中から、各基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃが移動局３０に送信するデータの階
層を、無線エリア４０ａ～４０ｃ毎に１つ以上決定する。
【００４４】
具体的には、送信データ管理部２４は、階層化データの階層と、階層化データの送信に必
要な無線リソース量の関係を把握している。送信データ管理部２４は、階層化データの階
層と、階層化データの送信に必要な無線リソース量とを対応付けて保持する必要リソース
量保持部２４ａを備える。図４に、必要リソース量保持部２４ａを示す。必要リソース量
保持部２４ａは、各階層Ａ～Ｃと、その階層化データの送信に必要なチャネル数を対応付
けて保持する。図４に示すように、階層Ａの視覚データの送信には５チャネルが、階層Ｂ
の音声データの送信には１０チャネルが、階層Ｃの副音声データの送信には１５チャネル
が必要である。
【００４５】
そして、送信データ管理部２４は、階層化データデータベース２２から階層化データを読
み出す。送信データ管理部２４は、各基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃから受信
したエリアリソース情報と、読み出した階層化データと、必要リソース量保持部２４ａに
保持された階層化データの送信に必要な無線リソース量とを参照し、これらに基づいて移
動局３０に送信するデータの階層を、無線エリア４０ａ～４０ｃ毎に決定する。具体的に
は、送信データ管理部２４は、読み出した階層化データの種類に基づいて、必要リソース
量保持部２４ａから各階層化データの送信に必要な無線リソース量を取得する。そして、
送信データ管理部２４は、無線エリア４０ａ～４０ｃ毎の無線リソース容量や、現在使用
可能な無線エリア毎の無線リソース量と、各階層化データの送信に必要な無線リソース量
とを比較して、移動局３０に送信するデータの階層を、無線エリア毎に決定する。
【００４６】
尚、送信データ管理部１４は、移動局３０の受信能力や伝搬環境にも基づいて、階層化方
法を決定してもよい。例えば、送信データ管理部１４は、リソース情報受信部２３から、
移動局３０の受信能力や伝搬環境に関する情報についても取得する。そして、送信データ
管理部１４は、取得した移動局３０の受信能力に関する情報や伝搬環境に関する情報にも
基づいて、階層化データの階層を決定してもよい。尚、移動局３０の受信能力としては、
例えば、移動局３０が用いている変調方式等がある。
【００４７】
例えば、リソース情報受信部２３が、基地局（Ａ）１０ａから、現在使用可能な無線エリ
ア４０ａのチャネル数が４０チャネル、基地局（Ｂ）１０ｂから、現在使用可能な無線エ
リア４０ｂのチャネル数が１５チャネル、基地局（Ｃ）１０ｃから、現在使用可能な無線
エリア４０ｃのチャネル数が２５チャネルというエリアリソース情報を受信したとする。
この場合、送信データ管理部２４は、現在使用可能な無線エリア４０ａ～４０ｃ毎のチャ
ネル数と、各階層化データの送信に必要なチャネル数とを比較して、無線エリア４０ａに
存在する移動局３０に送信するデータの階層は階層Ａ、階層Ｂ及び階層Ｃ、無線エリア４
０ｂに存在する移動局３０に送信するデータの階層は階層Ａのみ、無線エリア４０ｃに存
在する移動局３０に送信するデータの階層は階層Ａ及び階層Ｂと決定する。そして、送信
データ管理部２４は、基地局（Ａ）１０ａには階層Ａ、階層Ｂ及び階層Ｃの階層化データ
を、基地局（Ｂ）１０ｂには階層Ａの階層化データを、基地局（Ｃ）１０ｃには階層Ａ及
び階層Ｂの階層化データを送信すると決定する。
【００４８】
送信データ管理部２４は、決定した各基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃに送信す
る階層化データの階層に関する決定情報を、データ送受信部２１に入力する。又、送信デ
ータ管理部２４は、エリアリソース情報が必要な場合には、各基地局（Ａ）１０ａ～基地
局（Ｃ）１０ｃに、エリアリソース情報の通知を要求してもよい。送信データ管理部２４
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は、エリアリソース情報の通知の要求を、データ送受信部２１に入力する。
【００４９】
データ送受信部２１は、基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃとデータの送受信をす
る。特に、データ送受信部２１は、送信データ管理部２４の決定に従って、データを基地
局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃに送信するデータ送信手段として機能する。データ
送受信部２１は、送信データ管理部２４が決定した階層の階層化データを基地局（Ａ）１
０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃに送信する。データ送受信部２１は、送信データ管理部２４か
ら、決定情報を取得する。データ送受信部２１は、取得した決定情報に基づいて、基地局
（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃに送信する階層化データを、階層化データデータベー
ス２２から取得する。データ送受信部２１は、決定情報に従って、取得した階層化データ
を各基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃに送信する。
【００５０】
データ送受信部２１は、基地局（Ａ）１０ａには、階層Ａ、階層Ｂ及び階層Ｃの階層化デ
ータを、基地局（Ｂ）１０ｂには、階層Ａの階層化データを、基地局（Ｃ）１０ｃには、
階層Ａ及び階層Ｂの階層化データを送信する。又、データ送受信部２１は、送信データ管
理部２４から、エリアリソース情報の通知の要求を取得し、各基地局（Ａ）１０ａ～基地
局（Ｃ）１０ｃにエリアリソース情報の通知の要求を送信するようにしてもよい。
【００５１】
（通信方法）
次に、移動通信システム１を用いて行う通信方法の手順について説明する。図５に示すよ
うに、まず、無線制御装置２０に、コアネットワーク５０から階層化データが到着する。
無線制御装置２０は、到着した階層化データを階層化データデータベース２２に格納して
、保持する（Ｓ１０１）。各基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃのリソース情報収
集部１３は、エリアリソース情報を収集する（Ｓ１０２）。各基地局（Ａ）１０ａ～基地
局（Ｃ）１０ｃのリソース情報管理部１４は、リソース情報収集部１３から、収集したエ
リアリソース情報を取得し、無線制御装置２０に通知する（Ｓ１０３）。
【００５２】
無線制御装置２０のリソース情報受信部２３は、配下にある各基地局（Ａ）１０ａ～基地
局（Ｃ）１０ｃからエリアリソース情報を受信する（Ｓ１０４）。無線制御装置２０の送
信データ管理部２４は、階層化データデータベース２２から階層化データを読み出す。そ
して、送信データ管理部２４は、各基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃから受信し
たエリアリソース情報と、読み出した階層化データと、必要リソース量保持部２４ａに保
持された階層化データの送信に必要な無線リソース量とを参照し、これらに基づいて移動
局３０に送信するデータの階層を、無線エリア４０ａ～４０ｃ毎に決定する。そして、送
信データ管理部２４は、階層化データのうち、各基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０
ｃに送信する階層化データの階層をそれぞれ決定する（Ｓ１０５）。
【００５３】
無線制御装置２０のデータ送受信部２１は、送信データ管理部２４から取得した決定情報
に基づいて、階層化データデータベース２２から階層化データを取得し、各基地局（Ａ）
１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃに送信する（Ｓ１０６）。そして各基地局（Ａ）１０ａ～基
地局（Ｃ）１０ｃのデータ送受信部１２が、階層化データを受信する。最後に、各基地局
（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃの無線送受信部１１が、無線エリア４０ａ～４０ｃ毎
に、無線制御装置２０から送信された階層化データを移動局３０に送信する（Ｓ１０７）
。
【００５４】
（効果）
このような本実施形態に係る移動通信システム１、無線制御装置２０、基地局（Ａ）１０
ａ～基地局（Ｃ）１０ｃ及び通信方法によれば、無線制御装置２０の送信データ管理部２
４が、エリアリソース情報に基づいて、基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃが移動
局３０に送信するデータの階層について無線エリア４０ａ～４０ｃ毎に決定する。そして
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、基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃの無線送受信部１１が、送信データ管理部２
４の決定に従ってデータを移動局３０に送信する。
【００５５】
そのため、移動通信システム１、無線制御装置２０、基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）
１０ｃは、各無線エリア４０ａ～４０ｃの無線リソースの状況が異なる場合であっても、
各無線エリアの無線リソースの状況に応じて、移動局３０に送信するデータの階層を変更
することができる。よって、移動通信システム１、無線制御装置２０、基地局（Ａ）１０
ａ～基地局（Ｃ）１０ｃは、無線リソースを適切に活用することができる。特に、同報通
信、放送型通信等のように、特定のマルチキャストグループに属する複数の移動局３０に
共通のマルチキャスト通信用のデータを送信する場合に、移動通信システム１、無線制御
装置２０、基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃは、各無線エリアの無線リソースの
状況に応じて、移動局３０に送信するマルチキャスト通信用のデータの階層を変更するこ
とができ、無線リソースを適切に活用することができる。
【００５６】
例えば、移動通信システム１、無線制御装置２０、基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１
０ｃは、無線リソースが少ない無線エリアに存在する移動局３０へデータを送信する場合
には、マルチキャスト通信用のデータ以外の通信のトラヒックを圧迫したり、データ送信
ができなくなったりしないようにし、無線リソースが多い無線エリアに存在する移動局３
０へデータを送信する場合には、無線リソースを最大限活用できるようにすることができ
る。
【００５７】
又、送信データ管理部２４は、階層化データの中から送信するデータの階層を決定し、無
線送受信部１１は、決定した階層のデータを移動局３０に送信する。そのため、移動通信
システム１、無線制御装置２０、基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃは、データが
既に階層化されている場合に、各無線エリアの無線リソースの状況に応じて、移動局３０
に送信するデータの階層を変更することができる。
【００５８】
又、基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃのリソース情報管理部１４が、エリアリソ
ース情報を無線制御装置２０に通知する。無線制御装置２０のリソース情報受信部２３が
、基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃからエリアリソース情報を受信する。そして
、無線制御装置２０の送信データ管理部２４が、通知されたエリアリソース情報に基づい
て、移動局３０に送信するデータの階層について無線エリア毎に決定する。無線制御装置
２０のデータ送受信部２１が、送信データ管理部２４の決定に従って階層化データを基地
局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃに送信する。基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１
０ｃのデータ送受信部１２が、リソース情報管理部１４が通知したエリアリソース情報に
基づいて無線制御装置２０が送信してきた無線エリア毎の階層化データを受信する。そし
て、基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃの無線送受信部１１が、データ送受信部１
２が受信した階層化データを、無線エリア４０ａ～４０ｃ毎に移動局３０に送信する。こ
のようにして、無線送受信部１１は、送信データ管理部２４の決定に従って、階層化デー
タを移動局３０に送信する無線送信手段として機能する。
【００５９】
そのため、無線制御装置２０は、各無線エリアの無線リソースの状況が異なる場合であっ
ても、各無線エリアの無線リソースの状況に応じて、基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）
１０ｃに送信するデータの階層を変更することができる。そして、基地局（Ａ）１０ａ～
基地局（Ｃ）１０ｃが、無線制御装置２０から受信したデータを移動局３０に送信するこ
とにより、移動局３０に送信するデータの階層を変更することができる。
【００６０】
又、基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃは、エリアリソース情報を収集して無線制
御装置２０に通知するだけで、エリアリソース情報に応じた階層化データを無線制御装置
２０から取得することができる。よって、基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃは、
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各無線エリアの無線リソースの状況が異なる場合であっても、各無線エリアの無線リソー
スの状況に応じて、移動局３０に送信するデータの階層を変更することができる。更に、
基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃがエリアリソース情報を収集し、無線制御装置
２０が送信するデータの階層についての決定を行うため、制御負荷の分散を図ることがで
きる。
【００６１】
又、基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃは、エリアリソース情報を収集するリソー
ス情報収集部１３を備え、リソース情報管理部１４は、収集したエリアリソース情報を無
線制御装置２０に通知する。無線制御装置２０の送信データ管理部２４は、基地局（Ａ）
１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃのリソース情報収集部１３が収集し、無線制御装置２０のリ
ソース情報受信部２３が受信したエリアリソース情報に基づいて決定を行う。
【００６２】
そのため、基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃは、現在のエリアリソース情報を収
集して無線制御装置２０に通知することができる。又、無線制御装置２０は、現在の各無
線エリアの無線リソースの状況に応じて、移動局３０に送信するデータの階層を変更する
ことができる。そして、基地局（Ａ）１０ａ～基地局（Ｃ）１０ｃは、現在の各無線エリ
アの無線リソースの状況に応じて変更された階層のデータを、無線制御装置２０から受信
することができる。よって、移動通信システム１は、無線リソースをより適切に活用する
ことができる。
【００６３】
〔第２の実施の形態〕
（移動通信システム）
移動通信システム２０１は、図６に示すように、基地局２１０と、無線制御装置２２０と
、複数の移動局３０とを備える。無線制御装置２２０は、コアネットワーク５０と接続す
る。又、無線制御装置２２０は、基地局２１０と接続する。本実施形態では、無線制御装
置２２０の配下に配置される基地局は１つである。無線制御装置２２０は、コアネットワ
ーク５０から到着したデータを、配下にある基地局２１０に送信する。
【００６４】
基地局２１０は、無線制御装置２２０と接続し、無線制御装置２２０の配下に配置される
。基地局２１０は、複数の無線エリアをカバーしている。１つの基地局２１０がカバーす
る無線エリアを複数に分割して、複数の無線エリアとした場合、分割された各無線エリア
をセクタという。基地局２１０は、セクタ（Ａ）２４０ａ～セクタ（Ｃ）２４０ｃをカバ
ーしている。基地局２１０は、セクタ（Ａ）２４０ａ～セクタ（Ｃ）２４０ｃに存在する
移動局３０と通信を行う。基地局２１０は、無線制御装置２２０からデータを受信し、受
信したデータを自身がカバーするセクタ（Ａ）２４０ａ～セクタ（Ｃ）２４０ｃに存在す
る移動局３０に送信する。複数の移動局３０は、基地局２１０と通信を行う。又、本実施
形態では、図６に示す複数の移動局３０全てが、同一のマルチキャストグループに属して
いる。
【００６５】
基地局２１０は、図７に示すように、無線送受信部２１１と、データ送受信部２１２と、
リソース情報収集部２１３と、送信データ管理部２１４と、データベース２１５と、階層
化データ変換部２１６とを備える。
【００６６】
データ送受信部２１２は、無線制御装置２２０とデータを送受信する。データ送受信部２
１２は、無線制御装置２２０から、コアネットワーク５０から無線制御装置２０に到着し
たマルチキャスト通信用のデータを、階層化されていない状態で受信する。データ送受信
部２１２は、無線制御装置２２０から受信したデータをデータベース２１５に格納する。
尚、データ送受信部２１２は、無線制御装置２２０にデータを送信するよう要求するよう
にしてもよい。データベース２１５は、データを保持するデータ保持手段である。データ
ベース２１５は、無線制御装置２０から受信したマルチキャスト通信用のデータを、一時
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的に保持する。データベース２１５は、階層化されていないデータを保持する。
【００６７】
リソース情報収集部２１３は、基地局２１０がカバーするセクタ（Ａ）２４０ａ～セクタ
（Ｃ）２４０ｃ毎の無線リソースに関するエリアリソース情報を収集する。リソース情報
収集部２１３は、定期的に、又は、送信データ管理部２１４からの要求に応じて、エリア
リソース情報を収集する。本実施形態では、リソース情報収集部２１３は、基地局２１０
が現在使用可能なセクタ（Ａ）２４０ａ～セクタ（Ｃ）２４０ｃ毎の多重コード数と送信
電力に関する情報を、エリアリソース情報として収集する。尚、送信電力に関する情報に
は、送信電力値や基地局２１０の総送信電力に占める割合等がある。リソース情報収集部
２１３は、収集したエリアリソース情報を、送信データ管理部２１４に入力する。
【００６８】
又、リソース情報収集部２１３は、無線送受信部２１１から移動局３０の受信能力に関す
る情報や伝搬環境に関する情報を取得するようにしてもよい。リソース情報収集部２１３
は、取得した移動局３０の受信能力に関する情報や伝搬環境に関する情報も、送信データ
管理部２１４に入力する。リソース情報収集部２１３は、これらの点以外は、図２に示す
リソース情報収集部１３と実質的に同様である。
【００６９】
送信データ管理部２１４は、エリアリソース情報に基づいて、基地局２１０が移動局３０
に送信するデータの階層について、セクタ（Ａ）２４０ａ～セクタ（Ｃ）２４０ｃ毎に決
定する決定手段である。送信データ管理部２１４は、リソース情報収集部２１３から、リ
ソース情報収集部２１３が収集した基地局２１０のエリアリソース情報を取得する。そし
て、送信データ管理部２１４は、リソース情報収集部１１３が収集したエリアリソース情
報に基づいて、移動局３０に送信するデータを階層化する階層化方法を決定する。
【００７０】
送信データ管理部２１４は、例えば、誤り符号化率、繰り返しビット数、インタリーブ長
、多重コード数、情報ブロック数、変調方式、送信電力又はデータの重要度等の少なくと
も１つを用いてデータを階層化する階層化方法を用いることができる。又、送信データ管
理部２１４は、これらのパラメータを単独で用いてデータを階層化してもよく、これらの
パラメータを複数用いてデータを階層化してもよい。送信データ管理部２１４は、変調方
式によってデータを階層化する場合には、１６ＱＡ M（ Quadrature　 Amplitude　 Modulati
on）、６４ＱＡＭ、１２８ＱＡＭ、２５６ＱＡＭ等の多値ＱＡＭや、ＱＰＳＫ（ Quadratu
re　 Phase　 Shift　 Keying）、ＢＰＳＫ（ Binary　 Phase　 Shift　 Keying）等の多相ＰＳ
Ｋ等、変調方式の種類によってデータを階層化する。
【００７１】
具体的には、送信データ管理部２１４は、リソース情報収集部２１３から、収集したエリ
アリソース情報を取得する。又、送信データ管理部２１４は、階層化方法と、階層化可能
な閾値の関係を把握している。階層化可能な閾値とは、ある階層化方法によって階層化す
るために最低限必要な無線リソース量をいう。送信データ管理部２１４は、階層化方法と
、階層化可能な閾値とを対応付けて保持する閾値保持部２１４ａを備える。図８に、閾値
保持部２１４ａを示す。閾値保持部２１４ａは、各階層化方法と、その階層化方法の階層
化可能な閾値を対応付けて保持する。図８に示すように、多重コード数を用いて階層化を
行う階層化方法の階層化可能な閾値は、２０コード以上であり、送信電力を用いて階層化
を行う階層化方法の階層化可能な閾値は、基地局２１０の総送信電力の４０％以上である
。階層化可能な閾値は、任意に設定できる。
【００７２】
そして、送信データ管理部２１４は、リソース情報収集部２１３から取得したエリアリソ
ース情報と、閾値保持部２１４ａに保持された階層化可能な閾値とを参照し、これらに基
づいて移動局３０に送信するデータの階層化方法を、セクタ（Ａ）２４０ａ～セクタ（Ｃ
）２４０ｃ毎に決定する。送信データ管理部２１４は、セクタ（Ａ）２４０ａ～セクタ（
Ｃ）２４０ｃ毎の無線リソース容量や、現在使用可能なセクタ（Ａ）２４０ａ～セクタ（
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Ｃ）２４０ｃ毎の無線リソース量と、各階層化方法の階層化可能な閾値とを比較して、デ
ータの階層化方法をセクタ（Ａ）２４０ａ～セクタ（Ｃ）２４０ｃ毎に決定する。
【００７３】
尚、送信データ管理部２１４は、データベース２１５からデータを読み出して、データ量
やデータの種類等にも基づいて、階層化方法を決定するようにしてもよい。又、送信デー
タ管理部２１４は、移動局３０の受信能力に関する情報や伝搬環境に関する情報にも基づ
いて、階層化方法を決定してもよい。例えば、送信データ管理部２１４は、リソース情報
収集部２１３から移動局３０の受信能力に関する情報や伝搬環境に関する情報についても
取得する。そして、送信データ管理部２１４は、取得した移動局３０の受信能力に関する
情報や伝搬環境に関する情報にも基づいて、階層化方法を決定してもよい。
【００７４】
例えば、送信データ管理部２１４が、リソース情報収集部１３から、現在使用可能なセク
タ（Ａ）２４０ａの多重コード数が４０コード、送信電力が基地局２１０の総送信電力の
１０％、現在使用可能なセクタ（Ｂ）２４０ｂの多重コード数が１５コード、送信電力が
基地局２１０の総送信電力の４０％、現在使用可能なセクタ（Ｃ）２４０ｃの多重コード
数が２０コード、送信電力が基地局２１０の総送信電力の６０％というエリアリソース情
報を取得したとする。
【００７５】
この場合、送信データ管理部２４は、セクタ（Ａ）２４０ａについては、セクタ（Ｂ）２
４０ｂ、セクタ（Ｃ）２４０ｃに比べて、利用可能な多重コード数は多いが、利用可能な
送信電力が少ないため、セクタ（Ａ）２４０ａに存在する移動局３０に送信するデータの
階層化方法は、多重コード数による階層化方法と決定する。送信データ管理部２４は、セ
クタ（Ｂ）２４０ｂ、セクタ（Ｃ）２４０ｃについては、セクタ（Ａ）２４０ａに比べて
、利用可能な送信電力が多いが、利用可能な多重コード数が少ないため、セクタ（Ｂ）２
４０ｂ、セクタ（Ｃ）２４０ｃに存在する移動局３０に送信するデータの階層化方法は、
送信電力による階層化方法と決定する。送信データ管理部２１４は、決定した各セクタ（
Ａ）２４０ａ～セクタ（Ｃ）２４０ｃの階層化方法を、階層化データ変換部２１６に入力
する。
【００７６】
階層化データ変換部２１６は、送信データ管理部２１４が決定した階層化方法によって、
無線エリア毎にデータを階層化する変換手段である。階層化データ変換部２１６は、送信
データ管理部２１４から決定した階層化方法を取得する。階層化データ変換部２１６は、
データベース２１５からデータを読み出す。階層化データ変換部２１６は、読み出したデ
ータを、送信データ管理部２１４から取得した階層化方法によって、セクタ（Ａ）２４０
ａ～セクタ（Ｃ）２４０ｃ毎に階層化し、階層化データとする。階層化データ変換部２１
６は、階層化した階層化データを、無線送受信部２１１に入力する。階層化データ変換部
２１６は、無線送受信部２１１からの要求に応じて、階層化データを入力するようにして
もよい。
【００７７】
無線送受信部２１１は、送信データ管理部２１４の決定に従って、データを移動局３０に
送信する無線送信手段として機能する。無線送受信部２１１は、階層化データ変換部２１
６から、階層化データ変換部２１６が階層化した各セクタ（Ａ）２４０ａ～セクタ（Ｃ）
２４０ｃの階層化データを取得する。無線送受信部２１１は、各セクタ（Ａ）２４０ａ～
セクタ（Ｃ）２４０ｃの階層化データを、各セクタ（Ａ）２４０ａ～セクタ（Ｃ）２４０
ｃに存在する移動局３０にそれぞれ送信する。又、無線送受信部２１１は、移動局３０の
受信能力に関する情報や伝搬環境に関する情報を移動局３０から受信するようにしてもよ
い。無線送受信部２１１は、受信した移動局３０の受信能力に関する情報や伝搬環境に関
する情報をリソース情報収集部２１３に入力する。
【００７８】
無線制御装置２２０は、図７に示すように、データ送受信部２２１と、データベース２２
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２とを備える。データベース２２２は、コアネットワーク５０から無線制御装置２０に到
着したマルチキャスト通信用のデータを、一時的に保持する。データベース２２２は、階
層化されていないデータを保持する。
【００７９】
データ送受信部２２１は、基地局２１０とデータを送受信する。データ送受信部２２１は
、基地局２１０に送信するデータを、データベース２２２から取得する。データ送受信部
２２１は、取得したデータを基地局２１０に送信する。データ送受信部２２１は、基地局
２１０からの要求に応じてデータを送信するようにしてもよく、コアネットワーク５０か
らデータが到着した際にデータを送信するようにしてもよく、定期的にデータを送信する
ようにしてもよい。
【００８０】
（通信方法）
次に、移動通信システム２０１を用いて行う通信方法の手順について説明する。図９に示
すように、まず、無線制御装置２２０のデータ送受信部２２１が、基地局２１０に、階層
化されていないデータを送信する。基地局２１０のデータ送受信部２１２は、無線制御装
置２２０から送信されたデータを受信し、データベース２１５に格納する。このようにし
て、基地局２１０は、データを保持する（Ｓ２０１）。基地局２１０のリソース情報収集
部２１３は、エリアリソース情報を収集する（Ｓ２０２）。
【００８１】
基地局２１０の送信データ管理部２１４は、リソース情報収集部２１３から、収集したエ
リアリソース情報を取得する。送信データ管理部２１４は、取得したエリアリソース情報
と、閾値保持部２１４ａに保持された階層化可能な閾値とを参照し、これらに基づいて移
動局３０に送信するデータの階層化方法を、セクタ（Ａ）２４０ａ～セクタ（Ｃ）２４０
ｃ毎に決定する（Ｓ２０３）。
【００８２】
階層化データ変換部２１６は、データベース２１５からデータを読み出し、送信データ管
理部２４が決定した階層化方法によって、セクタ（Ａ）２４０ａ～セクタ（Ｃ）２４０ｃ
毎にデータを階層化する（Ｓ２０４）。最後に、無線送受信部２１１が、セクタ（Ａ）２
４０ａ～セクタ（Ｃ）２４０ｃ毎に、階層化データ変換部２１６が変換した階層化データ
を移動局３０に送信する（Ｓ２０５）。
【００８３】
（効果）
このような本実施形態に係る移動通信システム２０１、基地局２１０及び通信方法によれ
ば、基地局２１０の送信データ管理部２１４が、データを階層化する階層化方法を決定す
る。階層化データ変換部２１６は、送信データ管理部２１４が決定した階層化方法によっ
て、セクタ（Ａ）２４０ａ～セクタ（Ｃ）２４０ｃ毎にデータを階層化する。そして、無
線送受信部２１１が、送信データ管理部２１４が決定した階層化方法によって、階層化デ
ータ変換部２１６が階層化したデータを移動局３０に送信することにより、送信データ管
理部２１４の決定に従ったデータの送信を行う。
【００８４】
そのため、移動通信システム２０１、基地局２１０は、エリアリソース情報に応じて階層
化方法を変更し、その階層化方法によってデータを階層化して、移動局３０に送信するこ
とができる。そのため、移動通信システム１，基地局２１０は、データが階層化されてい
ない場合であっても、各セクタ（Ａ）２４０ａ～セクタ（Ｃ）２４０ｃの無線リソースの
状況に応じて、移動局３０に送信するデータの階層を変更することができる。
【００８５】
又、基地局２１０が、送信データ管理部２１４と無線送受信部２１１を備える。そのため
、基地局２１０の送信データ管理部２１４が、エリアリソース情報に基づいて、移動局３
０に送信するデータの階層について無線エリア毎に決定する。そして、無線送受信部２１
１が、送信データ管理部２１４の決定に従ってデータを移動局３０に送信する。よって、
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基地局２１０が自分自身で、各無線エリアの無線リソースの状況が異なる場合であっても
、各無線エリアの無線リソースの状況に応じて、移動局３０に送信するデータの階層を変
更することができる。更に、基地局２１０は、無線制御装置２２０へのエリアリソース情
報の通知を行う必要がないため、基地局２１０と無線制御装置２２０との間のトラヒック
を抑えることができる。
【００８６】
〔変更例〕
尚、本発明は上記実施の形態に限定されるものではなく、種々の変更が可能である。エリ
アリソース情報として、送信データ管理部２４，２１４が決定した階層に関する情報を用
いてもよい。送信データ管理部２４，２１４が決定した階層に関する情報には、送信デー
タ管理部２４，２１４が、送信すると決定した階層化データの階層に関する情報や、決定
したデータの階層化方法に関する情報等がある。決定した階層や階層化方法によって、残
りの使用可能な無線リソース量が変わってくるため、これらをエリアリソース情報として
用いることができる。この場合には、送信データ管理部２４，２１４は、既に送信すると
決定した階層化データの階層や、既に決定したデータの階層化方法に基づいて、その無線
エリアに送信するデータについて、更に、階層化データの階層や、データの階層化方法を
決定することができる。
【００８７】
又、図３に示す無線制御装置２０は、送信データ管理部２４、階層化データベース２２に
代えて、図７に示す基地局２１０の送信データ管理部２１４、データベース２１５を備え
、加えて、階層化データ変換部２１６を備えるようにしてもよい。そして、無線制御装置
２０が、基地局２１０と同様にして、階層化方法を決定し、データを階層化して基地局に
送信するようにしてもよい。この場合、階層化データ変換部２１６がデータ送受信部２１
に階層化した階層化データを入力し、データ送受信部２１は、階層化データ変換部２１６
から取得した階層化データを基地局に送信する。
【００８８】
又、図７に示す基地局２１０の送信データ管理部２１４、データベース２１５に代えて、
図３に示す無線制御装置２０の送信データ管理部２４、階層化データデータベース２２を
備えるようにしてもよい。そして、基地局２１０が、無線制御装置２０と同様にして、送
信するデータの階層を決定し、移動局３０に送信するようにしてもよい。この場合、階層
化データ変換部２１６は不要である。又、無線送受信部２１１は、送信データ管理部２４
から決定情報を取得し、階層化データデータベース２２から階層化データを読み出して、
移動局３０に送信する。
【００８９】
又、図２、図７に示すリソース情報収集部１３，２１３や、リソース情報管理部１４、図
３に示すリソース情報受信部２３は、必ずしも備えなくてよい。その場合には、送信デー
タ管理部２４，２１４は、例えば、予め基地局がカバーする無線エリア毎の無線リソース
容量等のエリアリソース情報を保持しておき、そのエリアリソース情報に基づいて、送信
するデータの階層について決定することができる。
【００９０】
又、無線制御装置２０に接続し、無線制御装置２０の配下に配置される基地局の数は、複
数であってもよく、１つであってもよい。又、１つの基地局と通信を行う移動局３０も、
複数であってもよく、１つであってもよい。又、図１０に示すように複数の移動局３０の
一部だけが、同一のマルチキャストグループ２に属するようにしてもよい。この場合、マ
ルチキャストグループ２に属する移動局３０は、マルチキャストグループ２に属する移動
局３０にのみ共通するデータを受信するようにしてもよい。
【００９１】
又、図３では、送信データ管理部２４が必要リソース量保持部２４ａを備えるようにした
が、これに限定されず、無線制御装置２０が必要リソース量保持部２４ａを備えればよい
。又、図７では、送信データ管理部２１４が閾値保持部２１４ａを備えるようにしたが、
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これに限定されず、基地局２１０が閾値保持部２１４ａを備えればよい。
【００９２】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、無線リソースを適切に活用することを可能とする
移動通信システム、無線制御装置、基地局及び通信方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る移動通信システムの構成を示す図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態に係る基地局の構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態に係る無線制御装置の構成を示すブロック図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態に係る必要リソース量保持部を説明する図である。
【図５】本発明の第１の実施の形態に係る通信方法の手順を示すフロー図である。
【図６】本発明の第２の実施の形態に係る移動通信システムの構成を示す図である。
【図７】本発明の第２の実施の形態に係る基地局及び無線制御装置の構成を示すブロック
図である。
【図８】本発明の第２の実施の形態に係る閾値保持部を説明する説明図である。
【図９】本発明の第２の実施の形態に係る通信方法の手順を示すフロー図である。
【図１０】本発明の変更例に係る移動通信システムの構成を示す図である。
【符号の説明】
１，２０１　移動通信システム
１０ａ～１０ｃ　基地局（Ａ）～基地局（Ｃ）
１１，２１１　無線送受信部
１２，２１２　データ送受信部
１３，２１３　リソース情報収集部
１４　リソース情報管理部
２０，２２０　無線制御装置
２１，２２１　データ送受信部
２２　階層化データデータベース
２３　リソース情報受信部
２４，２１４　送信データ管理部
２４ａ　必要リソース量保持部
３０　移動局
４０ａ～４０ｂ　無線エリア
５０　コアネットワーク
２１０　基地局
２１４ａ　閾値保持部
２１５，２２２　データベース
２１６　階層化データ変換部
２４０ａ～２４０ｃ　セクタ（Ａ）～セクタ（Ｃ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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